
消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び

消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び

辞
令
交
付
式

辞
令
交
付
式

　

四
月
八
日
港
北
区
役
所
会
議
室
に
お
い
て
消
防

庁
長
官
表
彰
、
令
和
四
年
四
月
期
昇
任
者
お
よ
び

新
任
団
員
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
に
先
だ
ち
、
永
年
勤
続
功
労
章
消

防
庁
長
官
表
彰
を
受
章
し
た
田
川
本
部
部
長
及
び

廣
井
第
二
分
団
長
に
対
し
、
吉
田
消
防
署
長
か
ら

賞
状
等
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
昇
任
者
十
一
人
お
よ
び
新
任
消
防
団

員
十
八
人
の
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
部
幹
部
団
員
、
各
分
団
長
が
列
席
し
、
飯
田

団
長
に
よ
り
辞
令
を
各
人
に
交
付
、
訓
示
の
後
、

吉
田
署
長
か
ら
参
加
者
に
対
し
て
激
励
の
辞
を
述

べ
、
交
付
式
を
結
ぶ
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
か
ら
、
様
々
な
立
場
と
し
て
気

持
ち
を
新
た

に
、
消
防
団

活
動
を
行
う

き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
い

う
声
を
聞
く

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
分
団
夏
季
訓
練
会

第
一
分
団
夏
季
訓
練
会

第
一
分
団
副
分
団
長　

加
藤
　
英
美

去
る
五
月
二
十
九
日
城
郷
小
学
校
に
て
港
北
消

防
団
第
一
分
団
の
夏
季
訓
練
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
訓
練
礼
式
と
震
災
総
合
訓
練
で
す
。

巨
大
地
震
が
発
災
し
た
想
定
で
、
倒
壊
し
た
建
物

か
ら
傷
病
者
を
救
出
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

傷
病
者
の
救
出
に
は
第
八
分
団
（
女
性
団
員
）

と
協
力
し
て
救
出
・
手
当
・
心
肺
蘇
生
を
行
い
、

倒
壊
建
物
の
火
災
に
対
し
て
の
一
斉
放
水
は
、
女

性
団
員
と
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
良
い

訓
練
が
行
え
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
巨
大
地
震
の
発
生
の
ほ
か
に
、
短
期

集
中
豪
雨
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
は
巨
大
な
貯
水
池
に

な
っ
て
い
ま
す
。
鶴
見
川
が
氾
濫
し
そ
う
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
増
水
し
た
水
を
引
込
み
流
域
の
浸

水
被
害
を
防
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
に

も
数
回
流
入
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
い
ろ
い
ろ

な
災
害
を
想
定
し
、

地
域
の
町
内
会
・
自

治
会
の
方
々
と
訓
練

を
行
い
城
郷
地
区
の

防
火
・
防
災
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

三
年
ぶ
り
の
第
二
分
団

三
年
ぶ
り
の
第
二
分
団

夏
季
訓
練
会
開
催

夏
季
訓
練
会
開
催

第
二
分
団
第
１
班　

酒
井
　
章
充

　

令
和
四
年
六
月
五
日
、
晴
天
の
菊
名
池
公
園

プ
ー
ル
に
て
、
三
年
ぶ
り
の
第
二
分
団
夏
季
訓
練

会
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
港
北
消
防
団
第

二
分
団
及
び
第
八

分
団
２
班
か
ら
総

員
九
十
六
名
の
団

員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
自
治

会
長
を
は
じ
め
と

す
る
各
自
治
会
関

係
者
、
家
庭
防
災

員
、
消
防
団
OB
等

地
区
関
係
の
方
々

の
ご
来
賓
を
賜
り
、

盛
会
の
中
訓
練
会

を
実
施
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
長
期
間
集
団
活
動

自
粛
に
も
拘
ら
ず
、
節
度
を
保
ち
つ
つ
き
び
き
び

と
行
動
し
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る
訓
練
を
披
露
で
き
ま

し
た
。

　

消
防
用
ホ
ー
ス
展
示
で
は
、
ご
来
賓
の
方
々

に
実
際
に
一
〇
〇
ミ
リ
ホ
ー
ス
に
触
れ
て
頂
く
事

で
、
災
害
時
の
有
効
性
に
つ
い
て
十
分
理
解
頂
け

た
事
と
思
い
ま
す
。

特
に
今
回
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
ロ
ー
プ

結
索
訓
練
展
示
の
際
、
各
結
索
方
法
の
解
説
を
加

え
る
と
共
に
実
生
活
で
の
応
用
事
例
も
織
込
む
事

で
、
よ
り
身
近
に
そ
の
特
徴
を
理
解
頂
け
た
と
考

え
ま
す
。

　

放
水
訓
練
は
、
狭
所
巻
き
四
〇
ミ
リ
ホ
ー
ス
を

用
い
て
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
に
て
実
施
、
放
水
途

中
で
筒
先
員
を
新
入
団
員
、
女
性
消
防
団
員
と
交

代
す
る
こ
と
で
、
篠
原
地
区
の
よ
う
な
木
造
家
屋

密
集
狭
隘
地
域
に
お
け
る
当
該
資
機
材
の
有
効
性

を
実
感
頂
け
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
菊
名
池
プ
ー
ル
の
豊
富
な
水
量
を
糧

と
し
て
、
八
本
の
ガ
ン
タ
イ
プ
ノ
ズ
ル
と
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ー
テ
ン
ホ
ー
ス
の
一
斉
放
水
を
実
施
、
緊

迫
し
た
中
に
も
壮
観
な
眺
め
で
、
訓
練
会
の
締
め

に
相
応
し
い
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
第
三
分
団

令
和
四
年
度
第
三
分
団

お
よ
び
第
八
分
団
３
班
に
よ

お
よ
び
第
八
分
団
３
班
に
よ
るる

夏
季
訓
練
会
に
つ
い
て

夏
季
訓
練
会
に
つ
い
て

第
三
分
団
副
分
団
長　

小
泉
　
　
守

　

令
和
四
年
七
月
三
日
港
北
区
防
災
広
場
に
お
い

て
、
第
三
分
団
及
び
第
八
分
団
第
３
班
に
よ
る
夏

季
訓
練
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
措
置
が
発
令
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
各
町
会
長
等
来
賓
を
お
招
き

し
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
第
八
分
団
畑

野
副
分
団
長
の
開
会
の
挨
拶
、
第
三
分
団
𠮷
田
分

団
長
に
よ
る
訓
示
、
加
藤
訓
練
担
当
部
長
指
揮
に

よ
る
訓
練
礼
式
、
資
機
材
取
扱
訓
練
の
後
、
第
三

分
団
第
３
班
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
の
実
施
、
最
後

に
夜
間
の
地
震
を
想
定
し
港
北
指
揮
隊
と
連
携
し

た
震
災
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
は
五
月
中
旬
か
ら
、
ま
た
訓
練
礼
式
、
総

合
訓
練
等
に
お
い
て
は
六
月
上
旬
か
ら
訓
練
を
繰

り
返
し
行
い
、
訓
練
会
本
番
で
は
そ
の
成
果
を
十

分
発
揮
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
総
合
訓
練
に
お
い

て
は
会
場
の
広
さ
の
関
係
も
あ
り
各
班
長
に
幾
度

と
な
く
変
更
調
整
を
お
願
い
し
、
ご
協
力
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
女
性
消
防
団

と
の
共
催
は
、
男
女
の
区
別
な
く
誰
も
が
発
災
時

に
活
動
出
来
る
こ
と
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
今
後
は
よ
り
実
践
的
な

訓
練
も
取
り
入
れ
、
訓
練
の
た
め
の
訓
練
で
は
な

く
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
、
確
実
に
対
応

出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
弱
く
て
も
、
団
員
皆

の
力
を
結
集
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
分

団
長
の
訓
示
に
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
分
た
ち
の

街
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
、

団
結
、
信
頼
、

相
互
協
力
の
気

持
ち
を
胸
に
刻

み
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
各

訓
練
を
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し

た
消
防
署
職
員

の
皆
様
、
快
く

町
内
会
館
を
利

用
さ
せ
て
頂
い

た
新
羽
南
町
内
会
会
長
様
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

第
七
分
団
分
団
長
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
団
員
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
四
分
団
夏
季
訓
練
会

第
四
分
団
夏
季
訓
練
会

第
四
分
団
第
１
班　

遠
藤
　
健
太

　

七
月
三
日
（
日
）
綱
島
東
小
学
校
に
て
港
北
消

防
団
第
四
分
団
の
夏
季
訓
練
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
今
年
三
月
入
団
だ
っ
た
の
で
、
初
め

て
の
訓
練
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
最
年
少
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
選
手
の
誘
い

が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
操
法
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
と
興
味
が
わ
い
た
の
で
選
手
に
な
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
、

実
際
の
現
場
で
迅
速
・
確
実
か
つ
安
全
に
行
動
す

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
と
い
っ

た
消
防
器
具
の
取
扱
い
や
操
作
の
基
本
に
つ
い

て
、
そ
の
技
術
を
競
う
た
め
の
大
会
で
す
。
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
大

会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
訓
練
の
最
後

に
第
四
分
団
の
代
表
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を

披
露
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
な
い
も
の
の
、
熱
い

中
全
力
で
体
を
動
か
し
た
成
果
も
あ
り
、
過
去
に

な
い
く
ら
い
の
盛
大
な
拍
手
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
他
の
団
員
と
消

防
団
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
安
全
な
街
に
し

た
い
で
す
。

第
五
分
団
夏
季
訓
練
会

第
五
分
団
夏
季
訓
練
会

　

六
月
十
九
日
下
田
小
学
校
校
庭
に
お
い
て
、
第

五
分
団
夏
季
訓
練
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
や
天
候

不
良
に
よ
る
開
催
中
止
が
続
き
、
訓
練
会
を
実
施

す
る
の
は
実
に
三
年
ぶ
り
で
し
た
。

　

訓
練
は
第
五
分
団
及
び
第
八
分
団
第
５
班
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
大
規
模
災
害
発
生
に
伴
う
一
連
の

対
応
を
ス
テ
ー
ジ
別
に
行
い
、
実
災
害
に
即
し
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

進
行
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
訓
練
の
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

横
浜
市
内
震
度
六
強
の
地
震
が
発
生
し
、
建

物
倒
壊
や
火
災
が
複
数
発
生
し
て
い
る
状
況
を
把

握
、
分
団
本
部
を
設
置
し
、
各
班
に
対
し
て
活
動

指
示
を
与
え
た
。

　

倒
壊
建
物
に
人
が
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
を
用
い
て
救
出
、
仮
救
護
所
に
搬
送

し
、
応
急
手
当
を
行
っ
た
。
ま
た
、
心
肺
停
止
状

態
の
救
助
者
に
対
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
を
実
施
し
た
。

　

続
い
て
路
上
を
塞
ぐ
倒
木
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

用
い
て
排
除
活
動
を
行
い
、
火
災
発
生
に
対
し
て

可
搬
式
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
火
勢
鎮

圧
し
、
到
着
し
た
消
防
隊
に
対
し
、
活
動
報
告
を

実
施
、
訓
練

を
終
了
し
ま

し
た
。

　

来
賓
者
か

ら
は
実
践
的

な
訓
練
を
体

感
し
た
と
い

う
声
を
聞
く

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
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第
六
分
団
夏
季
訓
練
会

第
六
分
団
夏
季
訓
練
会

　

六
月
十
二
日
新
吉
田
第
二
小
学
校
校
庭
に
お
い

て
、
第
六
分
団
夏
季
訓
練
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
晴
れ
の
蒸
し
暑
い
校
庭
に
、
地
域
の
関
係

者
を
迎
え
入
れ
て
訓
練
を
行
っ
た
の
は
、
実
に
三

年
ぶ
り
で
し
た
。
訓
練
は
第
六
分
団
及
び
第
八
分

団
第
６
班
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

栗
原
訓
練
部
長
の
指
揮
に
よ
り
通
常
点
検
を
行

い
、
山
本
分
団
長
を
点
検
者
と
し
、
団
員
の
姿
勢
、

服
装
を
点
検
し
た
の
ち
、
訓
練
礼
式
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
手
塚
訓
練
部
長
の
指
揮
に
よ
り
基
本
結

索
お
よ
び
器
具
結
索
な
ら
び
に
資
機
材
取
扱
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

種
目
ご
と
に
団
員
が
結
索
を
展
示
し
、
災
害
発

生
時
の
自
身
の
安
全
確
保
や
資
機
材
の
吊
り
上
げ

等
に
活
用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

続
け
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

の
取
扱
訓
練
を
行
い
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
実
際
に

木
材
を
切
断
し
ま
し
た
。
実
施
者
は
安
全
保
護
具

を
身
に
付
け
、
自
身
の
安
全
管
理
に
留
意
し
て
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

器
具
等
の
取
扱
い
に
対
す
る
各
団
員
の
真
剣
な

眼
差
し
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
瀬
副
分
団
長
の
指
揮
に
よ
り
、
可
搬

式
ポ
ン
プ
三
台
を
活
用
し
た
一
斉
放
水
を
行
い
、

す
べ
て
の
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
感
染
症
防
止
対
策
と
と
も
に
熱
中
症

予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
か

ら
借
用
し
た
ミ
ス
ト
発
生
器
付
扇
風
機
を
活
用
し
、

関
係
者
か
ら
好

評
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し

た
。

第
七
分
団
夏
季
訓
練
会

第
七
分
団
夏
季
訓
練
会

第
七
分
団
第
１
班　
班
長　

中
村
　
節
男

　

令
和
四
年
六

月
五
日
に
第
七

分
団
の
夏
季
訓

練
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
訓

練
会
の
実
施
は

令
和
元
年
の
夏

季
訓
練
会
以
来

三
年
ぶ
り
の
実
施

と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
季
訓

練
会
も
実
施
す
る

方
向
で
進
め
て
い

た
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
直
前
で

中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
会
の
内
容
は
、
昨
年
計
画
し
た
訓
練
を

踏
襲
し
実
施
さ
れ
、
礼
式
訓
練
と
災
害
対
応
訓
練

を
各
班
で
分
担
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。
災
害
対

応
訓
練
と
し
て
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練
を
想

定
し
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

油
圧
ス
プ
レ
ッ
ド
ラ
ム
、
発
電
機
、
投
光
器
、
バ

ル
ー
ン
照
明
、
担
架
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
を
中
山

訓
練
部
長
の
号
令
の
も
と
、
順
次
実
施
す
る
形
で

行
い
ま
し
た
。
各
班
に
お
い
て
は
、
班
長
が
団
員

に
指
示
を
出
し
、
団
員
か
ら
の
応
答
を
確
認
し
、

次
の
指
示
を
出
す
形
で
器
具
の
取
扱
い
に
関
し
て

危
険
が
生
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
は
、
７
班
と
第
七
分
団
管
内
の
第
八
分

団
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ
に

よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
所
属
す

る
第
１
班
は
礼
式
訓
練
に
団
員
二
名
、
バ
ル
ー
ン

照
明
の
設
置
・
点
灯
・
撤
去
に
四
名
が
参
加
し
、

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
担
当
し
た
バ
ル
ー
ン
照
明

は
、
第
七
分
団
で
は
一
基
を
保
有
し
て
お
り
、
分

団
共
用
の
器
具
置
場
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

通
常
の
班
で
の
器
具
点
検
時
に
は
、
触
れ
る
機
会

の
な
い
器
具
と
な
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
訓
練

会
当
日
ま
で
に
事
前
に
取
扱
い
に
慣
れ
る
時
間
が

必
要
と
考
え
、
共
用
の
器
具
置
場
か
ら
第
一
班

の
器
具
置
場
に
移
動
し
、
月
一
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
通
常
の
器
具
点
検
日
に
取
扱
い
の
習
熟
を
行

い
ま
し
た
。
と
、
こ
こ
ま
で
の
こ
と
は
実
は
昨
年

の
訓
練
会
の
予
定
日
の
前
に
実
施
し
た
こ
と
で
準

備
万
端
整
っ
て
い
た
状
況
で
、
訓
練
会
が
中
止
さ

れ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、
本
年
度
の
訓
練
会

に
て
逡
巡
す
る
こ
と
な
く
取
扱
う
こ
と
が
で
き
、

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
対
処
で
き
る
よ
う
に

器
具
点
検
と
取
扱
い
の
習
熟
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

 

女
性
団
員
参
加
の　

女
性
団
員
参
加
の　

　
　
　
　
　
夏
季
訓
練
会

　
　
　
　
　
夏
季
訓
練
会

第
八
分
団
第
４
班　

谷
内
　
　
光

　

令
和
四
年
度
港
北
消
防
団
第
四
分
団
夏
季
訓
練

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
訓
練
礼
式
、
大

規
模
震
災
対
応
訓
練
を
実
施
し
、
大
規
模
震
災
対

応
訓
練
に
関
し
て
は
倒
壊
建
物
か
ら
要
救
助
者
の

救
出
、
仮
救
護
所
で
の
応
急
救
護
活
動
、
大
規
模

火
災
放
水
訓
練
、
高
所
建
物
に
取
り
残
さ
れ
た
要

救
助
者
の
救
出
を
行
い
、
そ
の
中
で
八
分
団
４
班

は
、
仮
救
護
所
で
の
応
急
救
護
活
動
及
び
放
水
訓

練
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
一
年
度
、
私
は
寿
消
防
団
（
現
南
消

防
団
）
に
入
団
し
、
八
年
ほ
ど
活
動
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
度

に
女
性
消
防
団

が
発
足
し
た
ば

か
り
で
試
行
錯

誤
を
行
っ
て
い

る
最
中
で
、
当

時
は
主
に
訓
練

礼
式
や
広
報
活

動
が
女
性
消
防

団
員
の
活
動
と

な
っ
て
お
り
、

実
際
の
災
害
を

想
定
し
た
訓
練

等
は
そ
こ
ま

で
力
を
入
れ
て

い
な
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま

す
。
消
防
分
野

に
関
し
て
は
、

女
性
の
活
動
の
制

限
の
名
残
が
ま
だ

あ
る
時
代
で
、
訓

練
を
担
当
し
て
い

た
方
か
ら
も
「
女

性
の
消
防
士
（
火

災
現
場
で
放
水
活

動
を
す
る
人
）
は

今
の
と
こ
ろ
い
な

い
。」
と
説
明
を

受
け
、
放
水
訓
練

を
女
性
消
防
団
員

が
や
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。
ご
縁
が
あ
り
、

平
成
三
十
年
度
に
港
北
消
防
団
に
入
団
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
変
化
に
驚
き
ま
し
た
。
活
動
内
容

は
以
前
と
は
大
き
く
異
な
り
、
女
性
団
員
も
資
機

材
の
取
扱
い
や
放
水
訓
練
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
消
防
団
員
は
会
社
員
、
自
営
業
、

主
婦
、
学
生
な
ど
本
来
の
仕
事
や
学
業
を
持
ち
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い

か
ら
こ
そ
、
即
座
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
職
業
や

性
別
に
関
係
な
く
訓
練
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
夏
季
訓
練
会
で
は
、

放
水
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実

際
、
筒
先
を
持
ち
放
水
を
行
っ
て
一
番
に
感
じ
た

こ
と
は
重
さ
で
す
。
約
４
キ
ロ
の
水
圧
で
の
放
水

は
想
像
以
上
で
二
名
保
持
の
体
制
で
も
大
き
な
負

荷
を
感
じ
、
放
水
の
反
動
力
を
抑
え
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
重
さ
や
負
荷
を
考

え
る
と
、
女
性
よ
り
男
性
が
放
水
を
行
う
ほ
う
が

向
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
女
性

の
私
で
も
操
作
は
で
き
ま
し
た
し
、
女
性
団
員
の

活
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で
、
初
期
消
火
や
延
焼

拡
大
防
止
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
い
う
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

団
員
が
効
果
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
今

回
の
よ
う
な
訓
練
は
と
て
も
貴
重
で
重
要
な
も
の

だ
と
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

積
載
車
の
事
故
防
止
に
は
、

積
載
車
の
事
故
防
止
に
は
、

機
関
員
と
同
乗
団
員
と
の

機
関
員
と
同
乗
団
員
と
の

連
携
が
不
可
欠
。

連
携
が
不
可
欠
。

第
六
分
団
第
１
班
班
長　

芹
田
　
賢
治

　

七
月
二
十
日
、
菊
名
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

に
て
積
載
車
交
通
事
故
防
止
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
動
車
学
校
が
終
了
し
て
午
後
八
時
十
五
分

か
ら
の
夜
間
訓
練
で
し
た
が
、
火
災
予
防
広
報
や

年
末
警
戒
な
ど
は
夜
間
に
実
施
す
る
事
が
多
い
の

で
、
昼
間
の
訓
練
よ
り
も
よ
り
実
践
的
な
訓
練
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
署
員
に
よ
る
交
通

事
故
の
事
例
を
聞
き
、
事
故
は
通
常
の
走
行
時
・

点
検
時
に
発
生
す
る
事
、
運
転
者
だ
け
で
な
く
乗

車
し
て
い
る
全
員
で
周
囲
の
安
全
確
認
を
す
れ
ば

事
故
は
防
げ
る
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

積
載
車
に
よ
る
事
故
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
起
因
す
る
も
の
が
多
く
、「
見
落
と
し
」「
不
注

意
」「
機
関
員
と
団
員
同
士
の
連
携
不
足
」
が
要

因
で
あ
り
、
機
関
員
の
み
の
不

注
意
だ
け
で
な
く
、
同
乗
し
て

い
る
団
員
全
員
が
声
が
け
を
す

れ
ば
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
事
が
出
来
ま
す
。

　

積
載
車
を
走
行
さ
せ
て
の
訓

練
は
、
教
習
所
内
の
信
号
や
標

識
に
従
っ
て
行
い
ま
し
た
。
自

分
が
機
関
員
と
し
て
縦
列
駐
車

や
車
庫
入
れ
を
行
い
、
団
員
三

名
が
下
車
を
し
て
周
囲
の
安
全

や
障
害
物
等
を
確
認
し
な
が
ら

誘
導
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
三
名
同
時
に

「
オ
ー
ラ
イ
・
オ
ー
ラ
イ
」「
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ

て
」「
ミ
ラ
ー
が
当
る
よ
」
な
ど
誘
導
を
始
め
た

の
で
、
誰
の
言
葉
を
聞
い
た
ら
良
い
の
か
困
惑
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、「
誰
か
一
名
が
主
に
誘
導
を

し
て
、
他
の
二
名
は
危
険
な
場
合
に
停
車
の
指
示

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
迷
わ

ず
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

事
故
は
完
全
に
は
防
ぐ
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

団
員
同
士
の
連
携
に
よ
り
防
ぐ
事
が
不
可
欠
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
行
し
て
い

る
せ
い
か
、
今
夏
は
酷
暑
に
豪

雨
と
異
例
ず
く
め
の
天
候
が
続

き
、
自
然
災
害
の
発
生
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
々
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、制
約
の
あ
る
中
で
の
消
防
団
活
動（
訓

練
・
広
報
）
を
通
し
て
、地
域
の
方
々
の
不
安
を
少
し

で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
が
集
ま
っ
て
の
編
集
会
議
が
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
様
ご
苦
労
様

で
し
た
。

（
第
一
分
団　

窪
倉　
　

敏
）

本　
　
部　
鈴
木　
基
祥（
編
集
顧
問
）

本　
　
部　
齋
藤　
信
之（
編
集
委
員
長
）

第
一
分
団　
窪
倉　
　
敏

第
二
分
団　
峯
岸　
義
孝

第
三
分
団　
小
泉　
　
守

第
四
分
団　
鈴
木　
　
智

第
五
分
団　
酒
井　
　
誠

第
六
分
団　
長
瀬　
一
夫

第
七
分
団　
西
山　
裕
一

第
八
分
団　
畑
野　
悦
子
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第22期 編集委員

令和４年９月20㈫現在令和４年９月20㈫現在

  火災発生状況
年　別 令和4年 令和3年 増△減

件　数 49 40 9

火  

災  

種  

別

建 物 31 28 3

林 野 0 0 0

車 両 7 1 6

船 舶 0 0 0

航 空 機 0 0 0

そ の 他 11 11 0

損
　
　
害

焼 損 床 面 積 269 996 △727

死 者 1 4 △3

焼 死 者 1 4 △3

放 火 自 殺 0 0 0

負 傷 者 5 9 △4

  主な出火原因
年　別 令和4年 令和3年 増△減

1 電 気 機 器 10 4 6

2 た ば こ 8 8 0

3 こ ん ろ 5 7 △2

4 配 線 器 具 4 0 4

5 ス ト ー ブ 2 1 1

港北区内の火災情報港北区内の火災情報

港北消防団ホームページ　https://www.city.yokohama.lg.jp/shobo/shouboudan/05-14.html

第 67 号 港 北 の 消 防 令和４年（2022年）10月１日


